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国道４号
西原交差点改良

①事業採択後、5年以上経過した時点で未着工

②事業採択後、10年以上を経過した時点で継続中の事業

③準備・計画段階で、5年が経過している事業

④再評価実施後、5年間が経過している事業

⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：再評価

：事後評価
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区 間 ： 自）栃木県宇都宮市西原町

至）栃木県宇都宮市西原町
計画延長 ： 0.7km
幅 員 ： 29.5m
構造規格 ： 第3種第1級
設計速度 ： 80km/h
車 線 数 ： 4車線
事 業 化 ： 昭和57年度
事 業 費 ： 約85億円
計画交通量 ： 39,700台/日

１．事業の目的と計画の概要１．事業の目的と計画の概要
（1）目的
・宇都宮中心市街地の渋滞の緩和
・宇都宮市中心部へのアクセス向上

（2）計画の概要

標準横断図 （Ａ-Ａ断面）

平面図等

評価対象区間

西原交差点改良
L=0.7km

至 福島

至 東京

 NN
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・事後評価の利用交通量は、事業再評価時における予測交通量と概ね同等の値である
ため、事業再評価時の評価は妥当であると考えられる。

・事後評価のＢ／Ｃは、事業再評価時の値と概ね同等の値である。

再評価時

（Ｈ１６年度）
事後評価 変化及びその原因等

再評価

からの変化

Ｂ／Ｃ ２．１ ２．１

【増加要因】

・ 事業費の削減
【減少要因】

・ 時間価値原単位の見直し

±０％

事業費 １００億円 ８５億円

・ 土地評価価格の変動による用地費の減少

・ 地下横断部函渠施工に伴う仮設工法の見直しに

よる工事費の削減

・ 電線共同溝の敷設条数の見直しによる工事費の

削減

－１５億円

事業

期間

昭和57年度

～平成19年度

昭和57年度

～平成19年度
－

－

供用年 平成19年度
平成19年度

（平成20年3月29日完成）
－

西原交差点

利用交通量

３９，６００台／日
（将来推計値（H42））

３９，８００台／日
（平成21年5月実測値）

３９，７００台／日
（将来推計値（Ｈ４２)）

・ 再評価時と事後評価時における利用交通量は、

概ね同等の値
＋０．５％

２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化
（1）費用対効果分析条件等の比較
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①周辺道路の整備：『都市計画道路３･３･105産業通り』等
・都市計画道路：『産業通り』が整備され、東西方向のアクセス機能強化
・周辺道路から産業通りへの交通の転換促進
②沿線において土地区画整理事業が進められており、交通の増加が見込まれる。

しかしながら、現況において地域のネットワーク整備は成熟しており、Ｈ４２交通量は現況と変わらない。

２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化２．費用対効果の算定基礎となった要因の変化
（2）西原交差点改良の交通量に影響を与えると想定される事業

4： 土地区画整理事業

評価対象区間

西原交差点改良
L=0.7km

至 福島

至 東京

 NN

図中番号 地区名 面積 事業主体 整備状況

①  下栗・平松本町土地区画整理事業 45.7ha 組合 平成5年～平成24年（予定）

②  欠下土地区画整理事業 9.6ha 組合 平成5年～平成17年

③  城東土地区画整理事業 26.1ha 公共 平成7年～平成22年

④  安又土地区画整理事業 22.2ha 組合 平成7年～平成18年

⑤  長宮土地区画整理事業 4.0ha 組合 平成9年～平成17年

⑥  宇都宮大学東南部第１地区土地区画整理事業 48.2ha 公共 平成11年～平成24年

⑦  宇都宮大学東南部第２地区土地区画整理事業 41.8ha 公共 平成19年～平成33年

都市計画道路３･３･１０５ 『産業通り』の概要

産業通りは、国道４号（宇都宮市北東部）から宇都宮環状道路
（下砥上町）を４車線で結ぶ、延長10.8kmの道路です。
宇都宮環状道路の機能の補完、国道４号のバイパス機能、宇
都宮市街における交通の円滑化を目的としています。

西原交差点周辺の事業計画
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３．費用対効果（計算条件）３．費用対効果（計算条件）

■総便益（Ｂ）

■総費用（Ｃ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成21年度
・供用開始年次 ：平成19年度
・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス
・交通量の推計時点：平成42年度
・計画交通量 ：３９，７００（台/日）



■ 便益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合計

基準年における
現在価値（Ｂ） 192億円 28億円 7.9億円 227億円

■ 費用

改築費 維持管理費 合計

基準年における
現在価値（Ｃ） 103億円 3.5億円 106億円

Ｂ／Ｃ
227億円（総便益）

２．１
106億円（総費用）

■ 算定結果

注１） 費用及び便益額は整数止めとする。
注２） 費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

３．費用対効果３．費用対効果
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至 宇都宮市街

至 東京

【供用前】

至 宇都宮市街

・西原交差点改良の整備により、国道４号の渋滞緩和が図られている。

４．事業の効果の発現状況４．事業の効果の発現状況

（1）渋滞緩和

国道４号の渋滞損失時間の変化
（ 平松町交差点～宮の内２交差点 ［L=6.6km］ ）

【供用前】

【供用後】

国道４号西原交差点の交通状況

【供用後】

至 東京

至 宇都宮市街

至 東京

国道４号の渋滞損失時間の変化
（ 平松町交差点～宮の内２交差点 ［L=6.6km］ ）

7
資料：＜事前＞プローブ調査結果（平成19年度）

＜事後＞プローブ調査結果（平成21年5月～6月）

渋滞損失時間 ： 約99.4万人時間/年

渋滞損失時間 ： 約24.5万人時間/年
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４．事業の効果の発現状況４．事業の効果の発現状況
国道４号の旅行速度の変化

（ 平松町交差点～宮の内２交差点 ［L=6.6km］ ）

資料：＜供用前＞プローブ調査結果（平成20年2月）
＜供用後＞プローブ調査結果（平成21年5月～6月）

国道４号の旅行速度の変化
（ 平松町交差点～宮の内２交差点 ［L=6.6km］ ）

○ 渋滞が緩和され、朝夕ピーク時におけるバス停到着
時間の遅れが半減しました。 （バス事業者）

バスの定時性が向上・救急車両の搬送時間が短縮
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○渋滞が緩和され、緊急走行時における西原交差点の
通過がスムーズになりました。 （宇都宮市消防本部）
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・西原交差点改良の整備により、歩道の整備、右折レーンの設置・延長、車線拡
幅がなされ、国道４号の交通安全性が向上している。

４．事業の効果の発現状況４．事業の効果の発現状況

（2）交通安全性の向上

国道４号の交通事故件数の変化
（平松町交差点～宮の内２交差点 ［L=6.6km］ ）

国道４号（川田入口交差点）の交通状況

【供用前】 【供用後】

【供用後】

国道４号（西原交差点）の歩道利用状況

至 宇都宮市街 至 宇都宮市街
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資料：＜供用前＞交通事故データ（平成16年度～平成19年度の平均値）

＜供用後＞交通事故データ（平成20年度）
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・西原交差点改良の整備により、抜け道として利用されていた生活道路の交通量
が減少し、生活道路の沿道環境（安全）が向上している。

４．事業の効果の発現状況４．事業の効果の発現状況

（3）生活道路の沿道環境の向上
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生活道路の沿道環境（安全）が向上

評価対象区間
西原交差点改良

L=0.7km

資料：＜事前＞交通量調査結果（平成20年2月）
＜事後＞交通量調査結果（平成21年5月～6月）

ＪＲ日光線

田
川

 NN

産業通り

東
北
新
幹
線

至 福島

至 東京

（主
）宇
都
宮
結
城
線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

1,718

1,236

0

500

1,000

1,500

2,000

供用前 供用後(台/日)

生活道路③の交通量の変化

生活道路①の交通量の変化

生活道路②の交通量の変化

①

②

③

5,110

3,760

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

供用前 供用後(台/日)

15,790

12,492

0

5,000

10,000

15,000

20,000

供用前 供用後(台/日)

約３割減少

約２割減少

約３割減少



・西原交差点改良により、国道４号の渋滞が緩和し（旅行速度が向上）、沿道環境
が改善している。

４．事業の効果の発現状況４．事業の効果の発現状況

（4）沿道環境（大気質）の改善
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CO2排出量の変化 NOx排出量の変化 SPM排出量の変化

資料：＜事前＞プローブ調査結果・交通量調査結果（平成20年2月）
＜事後＞プローブ調査結果・交通量調査結果（平成21年5月～6月）
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●費用対効果の算定基礎となった要因の変化
・現時点（H21.5調査）において、前回の再評価時と同程度の利用交通量が
観測されており、今後も同程度の交通量が見込まれる。
・周辺道路の整備が西原交差点に与える影響は軽微である。

●事業効果の発現状況
・西原交差点改良の供用により、国道４号における「渋滞緩和」、「交通安
全性の向上」、「沿道環境（大気質）の改善」、国道４号沿道の生活道路の

「沿道環境の向上」といった効果が発現していることを確認。

・以上のことから、本事業は、渋滞緩和・安全性向上等の効果が発現されて
おり、さらなる事業評価及び改善措置の必要はないものと考える。
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５．今後の事業評価の必要性及び改善措置の必要性５．今後の事業評価の必要性及び改善措置の必要性



■ 便益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合計

基準年における
現在価値（Ｂ） 284億円 41億円 12億円 337億円

■ 費用

改築費 維持管理費 合計

基準年における
現在価値（Ｃ） 144億円 4.9億円 149億円

Ｂ／Ｃ
337億円（総便益）

２．３
1４9億円（総費用）

■ 算定結果

注１） 費用及び便益額は整数止めとする。
注２） 費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注３） 【試算条件】基準年次：平成２１年度、供用開始年次：平成１０年度

参考．費用対効果試算（H10完成の場合）参考．費用対効果試算（H10完成の場合）
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本資料は委員会時に説明した事項について、指摘を受け参考資料として追加をしたものです。


